
新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した 

地域福祉活動・ボランティア活動の進め方 

 この度、全国社会福祉協議会より新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮し

た地域福祉活動やボランティア活動を再開・実施する際の留意点が示されまし

た。活動の参考にご活用ください。 

               ＊あくまで例として目安ですので、ご承知おきください

サロン活動における活動当日チェックリスト（例） 

 

 

 

活 

動 

前 

□活動前の担い手の体温測定（37.5℃以上は参加不可）。 

□担い手にマスク着用、手洗い・手指消毒を徹底する。 

□入口等に手指消毒液、体温計を配置する。 

□受付前に２メ－トル間隔に印をつける。 

□手洗い場にハンドソ－プ、ぺ－パ－タオルを配置する。 

□窓や入口を開けて換気を行う。 

□利用前に会場、トイレ等を消毒液で拭き掃除をする。 

□利用前に道具等を消毒液で消毒をする。 

□受付名簿・筆記具を準備し、参加ル－ルを掲示する。 

 

 

 

活 

動 

中 

 

□参加者名簿に記載（初めての参加者からは連絡先を記入）する。 

□受付で参加者の体調確認を行う。（37.5℃以上は参加不可） 

□参加者に手洗い・手指消毒、マスク着用、咳エチケットを注意喚起する。 

□身体的距離を確保する。人と人との距離を２m(少なくとも1m)以上とする。 

□会話をする際は、互いに正面を向き合わないように促す。 

□熱中症防止のため参加者・担い手双方に水分補給を促す。 

□道具等の共有はしないよう促す。使用の都度、消毒する。 

□重点消毒箇所を適宜消毒する。 

□１時間に２回以上換気する。 

□ゴミは持ち帰るよう促す。 

□帰宅後の手洗いを利用者に促す。 

終 

了 

後 

□会場を清掃し、消毒する。 

□清掃時やごみの廃棄作業時はマスクや手袋の着用を徹底する。 

□道具等を消毒液で消毒をする。 

□終了後、帰宅後の手洗いを担い手に促す。 

  (全国社会福祉協議会:新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した地域住民等による 

   福祉活動・ボランティア活動の進め方～抜粋～) 


